
 

地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価について 

 

１．事業評価の目的等 

みやま市地域公共交通活性化協議会が策定する「生活交通確保維持改善計画」は、国

の地域公共交通確保維持改善事業の支援を受けて進めているものです。該当する事業に

ついては、毎年度、協議会において事業の実施状況の確認、目標達成状況等の事業評価

を行うこととされております。 

生活交通確保維持改善計画に位置付けられた補助対象事業について、事業の実施状況

の確認、目標達成状況等の評価を行うことによって、補助対象事業がより効果的、効率

的に推進されることを目的としています。 

 

２．事業評価の流れ 

①「生活交通確保維持改善計画」 …令和４年６月１日協議会にて策定 

②事業実施 … 実施期間：令和４年１０月１日 ～ 令和５年９月３０日 

③自己評価（一次評価） … 令和６年１月末までに運輸局に報告 

※今回ご審議いただく内容になります。 

④二次評価 … 各地方運輸局等に設置された第三者評価委員会において、一次評価の

結果に対し、客観性・妥当性の検証及び今後に向けてのアドバイスを受けます。 

 

３．「生活交通確保維持改善計画」一次評価について 

昨年度の第１回協議会（令和４年６月１日開催）において承認された「生活交通確保

維持改善計画（地域内フィーダー系統確保維持計画）」に基づき運行を行ったコミュニ

ティバス９路線１３系統についての事業評価です。 

「④事業実施の適切性」については、計画通り運行することができたため、全ての路線

についてＡと評価しました。  

「⑤目標・効果達成状況」については、目標を達成したものはＡとし、目標を達成でき

なかったもので１便あたりの利用者数が２人以上のものはＢ、１便あたりの利用者数が２

人未満のものはＣと評価しました。 

議案第１号 
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協議会名：みやま市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ダイヤの一部見直しを実
施した。

A
計画通り事業は適切に実
施された。

A
（A)

A

【目標】5人／便
【実績】3.73／便
【目標比】-1.27人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努め、
昨年度よりも利用実績は改
善したものの、コロナ禍の
影響もあり、目標達成でき
なかった。

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ルートおよび運行ダイヤ
の一部見直しを実施した。

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ルートの一部見直しを実
施した。

【目標】4人／便
【実績】2.81人／便
【目標比】-1.19人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努め、
昨年度よりも利用実績は改
善したものの、コロナ禍の
影響もあり、目標達成でき
なかった。

A
B
（B)

瀬高町～高田町を太神・岩田
地域を経由して運行

計画通り事業は適切に実
施された。

・みやま市地域公共交通計画
に基づき、コミュニティバスの運
行形態について見直しを実施
する。
・利用状況や利用ニーズを分
析し、関係団体等と協議しなが
ら路線・ダイヤなど見直しが必
要な項目を洗い出しを行い、地
域や周辺自治体などと協議を
実施する。
・全ての路線・ダイヤを一律に
見直すことは困難なため、市の
財政状況等を勘案しながら、段
階的に検討・実施する。
・出前講座等を実施し、住民の
コミュニティバス運行に関する
認知度の向上に努める。
・利用者の利便性向上や移動
需要の創出を行い、利用者の
増加を図る。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

計画通り事業は適切に実
施された。

④事業実施の適切性

B
（B)

⑤目標・効果達成状況
（）内は昨年の評価です。

みやま市
高田・瀬高線
（江浦・浜田・大江経由）①

【目標】5人／便
【実績】6.81人／便
【目標比】+1.81人
昨年度に続き、目標達成で
きた。

みやま市
瀬高・高田線
（太神・岩田経由）

みやま市
清水・上庄線

高田町～瀬高町を江浦・浜田・
大江地域を経由して運行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】

瀬高町の水上～清水～上庄～
本郷地域を運行
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【目標】2人／便
【実績】0人／便
【目標比】-2人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努めた
ものの、コロナ禍の影響も
あり、目標達成できなかっ
た。利用人数が低迷してい
るため、令和５年度のダイ
ヤ改正で路線を廃止した。

計画通り事業は適切に実
施された。

計画通り事業は適切に実
施された。

C
（C)

【目標】10人／便
【実績】4.95人／便
【目標比】-5.05人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努めた
ものの、コロナ禍の影響も
あり、目標達成できなかっ
た。

B
（B）

A

みやま市
高田・瀬高線
（国道209号経由）②

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ダイヤの一部見直しを実
施した。

新船小屋からJR瀬高駅間を運
行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。

A

・みやま市地域公共交通計画
に基づき、コミュニティバスの運
行形態について見直しを実施
する。
・利用状況や利用ニーズを分
析し、関係団体等と協議しなが
ら路線・ダイヤなど見直しが必
要な項目を洗い出しを行い、地
域や周辺自治体などと協議を
実施する。
・全ての路線・ダイヤを一律に
見直すことは困難なため、市の
財政状況等を勘案しながら、段
階的に検討・実施する。
・出前講座等を実施し、住民の
コミュニティバス運行に関する
認知度の向上に努める。
・利用者の利便性向上や移動
需要の創出を行い、利用者の
増加を図る。

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ダイヤの一部見直しを実
施した。

みやま市
高田・瀬高線
（江浦・浜田・大江経由）②

高田町～瀬高町を江浦・浜田・
大江地域を経由して運行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】

A
計画通り事業は適切に実
施された。

B
（B)

【目標】6人／便
【実績】3.94人／便
【目標比】-2.06人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努めた
ものの、コロナ禍の影響も
あり、目標達成できなかっ
た。

みやま市
高田・瀬高線
（国道209号経由）①

高田町～瀬高町を国道209号
を経由して運行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】
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【目標】9人／便
【実績】7.15人／便
【目標比】-1.85人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努め、
昨年度よりも利用実績は改
善したものの、コロナ禍の
影響もあり、目標達成でき
なかった。

B
（B)

A
計画通り事業は適切に実
施された。

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。

・みやま市地域公共交通計画
に基づき、コミュニティバスの運
行形態について見直しを実施
する。
・利用状況や利用ニーズを分
析し、関係団体等と協議しなが
ら路線・ダイヤなど見直しが必
要な項目を洗い出しを行い、地
域や周辺自治体などと協議を
実施する。
・全ての路線・ダイヤを一律に
見直すことは困難なため、市の
財政状況等を勘案しながら、段
階的に検討・実施する。
・出前講座等を実施し、住民の
コミュニティバス運行に関する
認知度の向上に努める。
・利用者の利便性向上や移動
需要の創出を行い、利用者の
増加を図る。

みやま市
山川・瀬高線②

山川町のバイオマスセンター～
瀬高町の市立図書館を国道
443号を経由して運行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ダイヤの一部見直しを
行った。

みやま市
山川・瀬高線③

瀬高町のJR瀬高駅～山川町
の真弓公民館を国道443号を
経由して運行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。

みやま市
山川・瀬高線①

山川町の真弓公民館～瀬高町
の市立図書館を国道443号線
を経由して運行
【車両減価償却費等国庫補助
金交付対象】

Ａ
（A)

【目標】2人／便
【実績】4.77人／便
【目標比】+2.77人
昨年度に続き、目標達成で
きた。運行ルートの見直し
で利用者が増加した。

A
計画通り事業は適切に実
施された。

C
（C)

【目標】2人／便
【実績】1.08人／便
【目標比】　-0.92人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努めた
ものの、コロナ禍の影響も
あり、目標達成できなかっ
た。

A
計画通り事業は適切に実
施された。

みやま市
高田南部・西部線
（循環）

高田町のあたご苑～高田町の
西鉄開駅を循環して運行

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。

B
（B)

【目標】4人／便
【実績】2.99人／便
【目標比】　-1.01人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努めた
ものの、コロナ禍の影響も
あり、目標達成できなかっ
た。

A
計画通り事業は適切に実
施された。
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・みやま市地域公共交通計画
に基づき、コミュニティバスの運
行形態について見直しを実施
する。
・利用状況や利用ニーズを分
析し、関係団体等と協議しなが
ら路線・ダイヤなど見直しが必
要な項目を洗い出しを行い、地
域や周辺自治体などと協議を
実施する。
・全ての路線・ダイヤを一律に
見直すことは困難なため、市の
財政状況等を勘案しながら、段
階的に検討・実施する。
・出前講座等を実施し、住民の
コミュニティバス運行に関する
認知度の向上に努める。
・利用者の利便性向上や移動
需要の創出を行い、利用者の
増加を図る。

高田町の南部及び西部地域を
JR渡瀬駅からあたご苑を経由
して山川げんきかんまで運行

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。

みやま市
山川・高田線
（田浦・田尻経由）①

みやま市
山川・高田線
（田浦・田尻経由）②

高田町の南部及び西部地域を
山川げんきかんからあたご苑
を経由しヨコクラ病院前まで運
行

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。

みやま市
山川・高田線
（亀谷・竹飯経由）

高田町の南部及び西部地域を
JR渡瀬駅からあたご苑、西竹
飯を経由して山川げんきかん
まで運行

・市報、HP、SNSでの情報発信
を実施した。
・利用者の声を受けて分かりや
すい時刻表を作成し全戸配布
を行った。
・運行ルート及び運行ダイヤの
一部見直しを実施した。

C
(C)

【目標】4人／便
【実績】0.65人／便
【目標比】　-3.35人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努めた
ものの、コロナ禍の影響も
あり、目標達成できなかっ
た。

A
計画通り事業は適切に実
施された。

B
(B)

【目標】4人／便
【実績】3.72人／便
【目標比】-0.28人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努め、
昨年度よりも利用実績は改
善したものの、コロナ禍の
影響もあり、目標達成でき
なかった。

A
計画通り事業は適切に実
施された。

A
計画通り事業は適切に実
施された。

C
(C)

【目標】4人／便
【実績】1.76人／便
【目標比】-2.24人
情報発信や時刻表の配布
を行い、利用促進に努め、
昨年度よりも利用実績は改
善したものの、コロナ禍の
影響もあり、目標達成でき
なかった。


